
各構想区域の地域医療構想
調整会議の協議状況

及び今後の協議について

令和元年(2019年)7月 熊本県健康福祉部
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資料３



１ 地域医療構想調整会議の開催状況
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各構想区域における地域医療構想調整会議(以下「地
域調整会議」)を次のとおり開催又は開催予定。

構想区域名 第４回 第５回 第６回 第７回(予定)

熊本・上益城 平成30年7月30日 平成30年11月12日 平成31年3月 5日 令和元年8月 9日

宇城 〃 8月 1日 〃 11月20日 〃 3月 1日 〃 8月20日

有明 〃 7月31日 〃 12月10日 〃 3月13日 〃 8月19日

鹿本 〃 8月 7日 〃 12月 4日 〃 3月 7日 調整中

菊池 〃 8月 8日 〃 11月28日 〃 3月20日 〃 8月21日

阿蘇 〃 8月 6日 〃 12月 6日 〃 3月 7日 調整中

八代 〃 7月27日 〃 11月29日 〃 3月19日 〃 8月28日

芦北 〃 8月 3日 〃 11月27日 〃 3月13日 調整中

球磨 〃 7月25日 〃 12月 5日 〃 3月19日 〃 8月 2日

天草 〃 8月10日 〃 12月 3日 〃 3月 6日 〃 8月 6日

※第５回地域調整会議までは、前回の県調整会議で報告済み



２ 「政策医療を担う中心的な医療機関」の
役割明確化に関する協議(平成30年度に協議を実施した医療機関)
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構想区域名 医療機関名

熊本・上益城

熊本地域医療センター、熊本中央病院、熊本市民病院、植木病院、山都町包括医
療センターそよう病院、熊本機能病院、くまもと森都総合病院、日赤・熊本健康
管理センター、杉村病院、大腸肛門病センター高野病院、慈恵病院及び矢部広域
病院

宇城 熊本南病院(NHO)、済生会みすみ病院、宇城総合病院及び宇城市民病院

有明 公立玉名中央病院、荒尾市民病院、玉名地域保健医療センター及び和水町立病院

鹿本
山鹿市民医療センター、保利病院、山鹿中央病院、三森循環器科・呼吸器科病院、
山鹿温泉リハビリテーション病院及び山鹿回生病院

菊池
菊池中央病院、川口病院、熊本セントラル病院、熊本リハビリテーション病院、
菊陽台病院、菊池郡市医師会立病院及び岸病院

阿蘇 阿蘇医療センター、小国公立病院、大阿蘇病院、阿蘇温泉病院及び阿蘇立野病院

八代 八代北部地域医療センター、熊本総合病院(JCHO)及び熊本労災病院

芦北 水俣市立総合医療センター及び岡部病院

球磨 人吉医療センター(JCHO)、球磨郡公立多良木病院、外山胃腸病院及び球磨病院

天草
天草中央総合病院(JCHO)、天草地域医療センター、上天草市立上天草総合病院、
天草慈恵病院、天草第一病院、苓北医師会病院及び天草市立病院(４病院)



３ 「その他の病院及び有床診療所」の協議
※前回(H31.2)の報告時点からの進捗状況
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構想区域名 協議状況(※R1.5.31調査時点)

熊本・上益城 「審査部会」で非稼働病棟を有する医療機関や病床機能報告結果の精査中

宇城 非稼働病棟を有する医療機関 ⇒ 再稼働の際に改めて協議予定

有明
非稼働病棟を有する医療機関を含め地域調整会議に報告
今後、政策医療を担う中心的な医療機関と併せて合意を確認する予定

鹿本 非稼働病棟を有する医療機関 ⇒ 合意(将来的に再稼働予定)

菊池 非稼働病棟を有する医療機関を含め、次回以降の地域調整会議で協議予定

阿蘇 「検討部会」で協議し、地域調整会議で協議予定

八代
地域調整会議で協議(非稼働病棟を有する一部医療機関を含む)
⇒ 合意(非稼働病棟を有する医療機関については将来的に再稼働予定又は可能性
がある)

芦北 地域調整会議で協議中(今年度末までに終了予定)

球磨
「運営部会」で協議中 ⇒ 地域調整会議で協議予定(今年度末までに終了予定、
政策医療を担う中心的な医療機関と併せて合意を確認する予定)

天草
地域調整会議で協議(非稼働病棟を有する医療機関を含め一括協議)
⇒ 合意(非稼働病棟を有する医療機関については将来的に再稼働予定)



４ 地域調整会議で協議等が行われた主な事項
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① 病床機能の転換に関する協議(過剰な病床機能への転換)
【菊池】「政策医療を担う中心的な医療機関」の協議の際に、

急性期へ転換（38床→40床）する旨の報告があった。
⇒ 転換理由は緊急入院等の増加に対応するためであり、
協議結果は合意。

【球磨】回復期へ転換（慢性期54床→回復期54床）する旨の病
床機能報告があった。
⇒ 転換理由は実態に即した報告に修正するというもの
であった。

② 開設者の変更に関する協議
【宇城】民間病院が業績不振のため、他の医療法人に事業譲渡

する。病床機能には一部変更が生じる。
(慢性期257床→回復期45床、慢性期212床)
⇒ 病床機能の変更はリハビリ強化・在宅への復帰機能
の強化であることなどから、協議結果は合意。



５ 地域調整会議での協議結果(２年間のまとめ)
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① 政策医療を担う中心的な医療機関
⇒ 一部の区域を除き※、合意を確認しており、公立病院・公
的医療機関等では対象34医療機関のうち28医療機関(82.4％)
で合意を確認。
※ 合意に達していない区域は、地域調整会議での確認により、区域内全ての
医療機関の役割をまとめて協議することとなったため。

② その他の病院及び有床診療所
⇒ 地元医師会での部会等で、地域の実情に応じた協議方法で
協議を進めており、県内の医療機関の約90％が協議中又は協
議済み。

③ 開設者変更、非稼働病棟の再稼働等の個別事項
⇒ 地元医師会での部会等で、地域の実情に応じた協議方法で
協議を進めている。
※ 部会の設置状況：熊本・上益城、有明、阿蘇、八代、球磨、天草
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